　「Guide to Balmora」訳本

　「Balmora案内」

　著者不詳

　BalmoraはHlaalu家の本拠地であり、VvardenfellではVivecに次いで最大の都市です。Balmoraの四地区は高台地〔High Town〕・商業区〔Commercial District〕・労働区〔Labor Town〕・Moonmoth要塞です。高台地は西の丘に位置しており、Tribunal神殿・Hlaalu議会館・高級邸宅・高級商店・Morag Tongのギルド会館が存在しています。商業区は川の直ぐ西側に位置しており、南門から北寄りに在る大広場を中心としています。また、その南門の東側には、南壁に沿ってsilt strider乗場が存在しています。戦士ギルド・魔術師ギルド・ほとんどのBalmoraの商店と宿屋は、この商業区の通りに沿って店を開いています。労働区は川の東側に位置しており、そこには一般人や貧民が住んでおり、数軒の低料金の酒場や商店が開いています。Moonmoth要塞に行くならば街から南東に向けて暫らく歩く必要があり、そこには帝国軍と帝国教団が駐屯しています。
　業務

　Hlaalu家の業務は高台地に在るHlaalu議会館にて利用可能です。神殿の信者は南東のBalmora神殿にて慰撫と業務を求められます。いずれのメンバーでもない場合には、南門を抜けて良く整備された街道を東に向かって、そうして街の壁を越えてから帝国軍と帝国教団を擁するMoonmoth要塞に足を運ばねばなりません。戦士ギルドと魔術師ギルドの会館は、商業区の広場から北寄りに位置しています。Morag Tongの業務は、高台地を北西に突き進んで行ったところに在る会館にて利用可能です。丘の高台地には高級商店が、川の西側の商業区には多数の商人が、川の東側の労働区には少しばかりの商人が、それぞれ店を構えています。
　名士
　Hlaalu議員の誰もBalmoraには住んでいません。議会館に住んでいるNileno Dorvaynが地元のHlaalu幹部です。“炎の瞳” Eydisが戦士ギルドの長です。Ranis Athrysが魔術師ギルドの長です。Ethasi RilvaynがMorag Tongの長です。Feldrelo SadriがBalmoraのTribunal神殿の幹部司祭です。華麗なる“砂糖なめずり”Habasiは住所不定のフリーランスですが、しばしば、地元の盗賊ギルドの元締であると噂されています。
　交通
　良く整備された街道がPelagiad・Seyda Neen・Ebonheart・Vivecに向けて南に伸びています。荒野の険しい道が、Odai川に沿って漁村のHla Oadに向けて南西に伸びています。良好の街道が、CalderaならびにAld'ruhnに向けて北に伸びています。silt strider乗場が、南門付近の川の西側に位置しています。それによって、Ald'ruhn・Suran・Seyda Neenへと移動が可能です。魔術師ギルドでの瞬間移動によって、Ald'ruhn・Vivec・Caldera・Sadrith Moraへと有料で移動が可能です。Hla Oadは南西の海岸に位置しています。良好でない道が、Foyada Mamaeaの渓谷を越えて幽鬼門〔Ghostgate〕に向けて北東に伸びています。この道に沿って歩いて行くのは容易ですが、幽鬼門の神殿に赴かんとする巡礼者にとって危険な野獣が脅威となるのです。
訳注　原本にはBalmoraの地図が記載されている。
